
第２学年 国語科学習指導案 

日   時  令和２年１１月１２日 ６校時 

児   童  ２年１組 男子４名 女子６名 計１０名 

指 導 者  山本 誠也 

１． 単元名 自分とくらべて感想をもつ～あったよ、聞いて聞いて～ 

教材名 「わたしはおねえさん」 （１０時間） 

２． 教材について 

「わたしはおねえさん」は、児童と同じ２年生である「すみれちゃん」が中心人物の物語である。主人公

の行動や主人公のまわりで起こる出来事は、実際に似たような体験をしている児童も多いと考えられる。ま

た主人公の言動からは、自分よりも幼い立場にある妹を理解し、理不尽な対応にも優しく接することができ

るまでの主人公の心の葛藤も表されている。主人公と妹の気持ちのすれ違いから、心が通い合うまでの心の

動きを考えていくことで、主人公の心の成長に気づくことができる。子どもたちにとっては、身近に起きそ

うな出来事なので親近感を持ちながら読むことができ、さらに自分の経験や既有の知識をもとに主人公と比

べながら読み進めることに適した教材であると考える。 

３． 児童について 

児童は，これまでに１年生で、多くの物語教材を通して登場人物の行動を中心に場面の様子を想像しなが

ら読み進める学習を行っている。また，２年生「ふきのとう」では，登場人物の言動から登場人物の気持ち

や場面の様子を想像して、語のまとまりや響きに気をつけて音読する学習を行っている。さらに，２年生「ス

イミー」では、物語を人物の行動を中心に想像を広げながら読んで理解したことに基づいて、物語に対する

自分の感想や考えをもつ学習をしてきた。その中で登場人物の会話や行動から主人公の気持ちの変化を読み

取り、自分の経験やもし自分がスイミーだったらと想像を広げ、紹介文を書く力をつけてきた。一方で登場

人物の行動を中心に場面の様子を想像しつつ、「もし自分だったらどうするか・・・」と主体的な態度で読み

取ったり、自分の思いや考えをまとめて表現したりする力に関しては課題がみられる。 

本単元の学習を通して，登場人物の気持ちの変化や性格，情景について，叙述を根拠にして読む意識をも

ち，場面の移り変わりや人物の言動を結び付けながら，物語から受け取ったことについて多様な感想をもつ

学習を行いたい。 

４． 指導にあたって 

本単元では，人物像や物語などの全体像を具体的に想像したり表現の効果について考えたりすること、文

章を読んでまとめ、一番心に残ったことについて、その理由と自分の経験や既有の知識をもとにした感想を

もつことができることを重点として指導する。そのために，登場人物の行動や会話を中心に場面の様子を具

体的に想像したり、既習事項と自分の経験を結びつけて考えたりして、感想をもつ学習を行う。また，単元

の始まりと終わりに，物語を読んで受け取ったことについて感想をもつ言語活動を位置付け，児童が自分の

学びと成長を感じられるようにしたい。 

児童が単元を通して資質・能力を身に付けていくために，下記の点を工夫して指導にあたりたい。 

単元の導入においては，これまで物語を読んで感想を書いたことを想起させ，物語を読んで主人公の心情

の変化を読みとり、一番心に残ったことを自分と比較しながら、感想としてまとめることを意識づける。 

構造と内容の把握では，登場人物の言動から考えてその人物像を読み取り，内容の大体を捉える。 

精査・解釈では，児童たちの心に残った主人公の行動は何かを取り上げたり、その時の主人公の心情の変

化を考えたりすることで，詳細に読む必要性を感じさせる。そして、登場人物の行動や気持ちの変化につい

て，叙述をもとに解釈することができるようにしていく。 

考えの形成では，精査・解釈で考えてきたことを基にして，この物語から感じたことについて文章の内容

と自分の体験を結び付けて感想をもたせる。その際には，主人公の行動や心情の変化などを根拠とし，多様

な感想を交流できるようにしていく。 

共有・振り返りでは，友達と自分が一番心に残った主人公の行動に対する主人公と自分を比べた感想の違



いに気付かせ，自分の考えが深まったり広がったりしたことに気付くことができるようにしたい。 

 

５． 本時の指導（８・９／１０） 

（１）本時の目標 

一番心に残った主人公の言動を選び、自分と比べたり重ねたりして、思ったことを話すことができる。 

（２）本時の展開 

 学習活動 学習内容 指導上の留意点と評価 

つ

か

む 
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１. 課題をつかむ。 

 

 

２. 学習を見通す。 

 

 

 

 

・「すみれちゃんの言動」で一

番心に残ったことについ

て、その理由と自分とを比

べた感想をもつこと。 

・前時までの学習を確認し，学習

の見通しを持たせる。 

・主人公の言動や気持ちの変化を

基にして考えるようにさせる。 

考

え

る 

 

75 

３. 課題を解決する。 

（１）一番心に残った主人公の言動と自分

と比較しての感想を考える。 

【個人】 

・書きためていたカードの中から一番

心に残っていることが書かれたカー

ドを選び、主人公と自分との比較を

考え、付箋に書いて貼る。 

【グループ】 

・考えたことについてグループで交流

をする。 

・交流しながら追加や修正を随時行

う。 

【全体】 

・個人やグループで考えたことをもとに

して、全体で話し合う。 

・根拠や理由を述べながら友だちとの共

通点や相違点を見つける。 

（２）考えをまとめる。 

・話し合ったことも自分の考えに入れな

がら課題に対しての考えをまとめる。 

 

 

 

 

 

〇自分と比較したことを明ら

かにして，感想を話すこと。 

〇心に残った観点 

・「自分だったらこうするよ」 

・「自分にも似たようなこと

があったよ」 

・「自分の家族で見たことが

あったよ」 

・「似たような本を読んだよ」 

・「勉強して考えたことは～」 

○お互いの感想を認め合い，

交流し合う。 

○友だちの考えと同じ点や違

う点を意識しながら話し合

う。 

 

・主人公の言動で一番心に残った

ことは、どれか考え、自分を比

較し思ったことを数名に述べさ

せる。 

・観点を一つずつだし、すぐに話

せそうな児童に話させ、書き方

の例として紹介し参考にしてい

いことを知らせる。 

・個人やグループで感想をメモし

ている途中でも書けてくる子が

いれば取り上げて紹介する。 

・書けない子は、担任と一緒に考

えさせる。 

・問い返しによって児童の感想を

深く掘り下げる。 

・付箋の記述を参考にしながら，

課題に対しての自分の考えをま

とめさせる。 

 

 

 

感想（例) わたしがいちばんこころにのこったところは、「じっと、ノートを見ていまし

た。」のところです。 

わけは、すみれちゃんがかわいそうだとおもったからです。 

わたしだったら、らく書きされたらおこってかりんちゃんをなかせてしまうかもしれ

ません。 

すみれちゃんとじぶんをくらべてみよう。 

 

評価規準 主人公が言動で一番心に残

ったことと自分とを比較して思ったこ

とや友だちとの交流から付け足したこ

となどを書いて感想をもとうとしてい

る。（記述） 



振

り

返

る
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４.振り返る。 

・本時の学習の振り返りを行う。 

○学習したことや友だちの考

えのよさについて振り返る

こと。 

・学んだことや友だちのよさを発

表し，学習した内容を振り返る

ことができるようにさせる。 

 

板書計画 

 

 自
分
と
く
ら
べ
て
、
か
ん
そ
う
を
書
こ
う 

～
あ
っ
た
よ
、
聞
い
て
聞
い
て
～ 

 
 

わ
た
し
は
お
ね
え
さ
ん 

 
 

 
 

 

【
学
習
課
題
】 

 

す
み
れ
ち
ゃ
ん
と
じ
ぶ
ん
を
く
ら
べ
て
み
よ
う 

【
見
通
し
】 

・
す
み
れ
ち
ゃ
ん
が
し
た
こ
と
で
、
い
ち
ば
ん
こ
こ
ろ
に
の
こ
っ
て
て
い
る
と
こ
ろ
が
書
か
れ
た
カ
ー
ド
を
を
え
ら
ぶ
。 

・
え
ら
ん
だ
り
ゆ
う
を
書
く
。 

・
観
点
に
そ
っ
て
か
ん
そ
う
を
も
ち
、
ふ
せ
ん
に
メ
モ
す
る
。 

・
お
な
じ
カ
ー
ド
を
え
ら
ん
だ
も
の
ど
う
し
で
、
感
想
を
交
流
す
る
。 

【
カ
ー
ド
の
し
ゅ
る
い
】 

［
そ
れ
で
、
じ
っ
と
、
ノ
ー
ト
を
見
て
い
ま
し
た
。］ 

 
 

 
 
 

 

・
す
み
れ
ち
ゃ
ん
が
か
わ
い
そ
う
だ
か
ら
。 

 

・
わ
た
し
だ
っ
た
ら
お
こ
っ
て
る
。 

［
じ
っ
と
。
ず
っ
と
。
］ 

 
 
 
 

 

・
す
み
れ
ち
ゃ
ん
が
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
考
え
て
い
る
か
ら
。 

・
自
分
も
お
こ
ろ
う
か
、
ゆ
る
そ
う
か
か
ん
が
え
る
な
。 

［
す
み
れ
ち
ゃ
ん
は
わ
ら
い
だ
し
だ
し
ま
し
た
］ 

 
 

 
 

 
 

 

・
妹
が
か
わ
い
く
思
え
た
か
ら
。 

・
自
分
だ
っ
た
ら
、
や
っ
ぱ
り
ゆ
る
せ
な
い
な
。 

［
け
し
か
け
て
、
で
も
け
す
の
を
や
め
て
、
す
み
れ
ち
ゃ
ん
は
、
つ
ぎ
の
ペ
ー
ジ
を
ひ
ら
き
ま
し
た
。 

・
や
さ
し
い
な
と
思
っ
た
か
ら
。 

・
す
み
れ
ち
ゃ
ん
は
、
わ
た
し
よ
り
ず
っ
と
お
ね
え
さ
ん
だ
と
思
っ
か
ら
。 

【
ま
と
め
】 

・
わ
た
し
が
い
ち
ば
ん
こ
こ
ろ
に
の
こ
っ
た
と
こ
ろ
は
、「
じ
っ
と
、
ノ
ー
ト
を
見
て
い
ま
し
た
。」
の
と
こ
ろ
で
す
。 

わ
け
は
、
す
み
れ
ち
ゃ
ん
が
か
わ
い
そ
う
だ
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。 

わ
た
し
だ
っ
た
ら
、
ら
く
書
き
さ
れ
た
ら
お
こ
っ
て
か
り
ん
ち
ゃ
ん
を
な
か
せ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

【
ふ
り
返
り
】 

・
今
日
学
習
し
た
こ
と
。 

 

・
友
だ
ち
の
よ
さ
。 


